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集落から 六、 七 町 ( 一 町 は 約 一 〇 九メ— トル) ほど 

の 丘の 中腹に 小学校が あった。 校舎 は 正方形の 敷地の 

両側 を 占めて いた。 北から 南に、 長い 木造の 平屋 建て 

だった。 

第 七 学級の 教室 は その 最北端に あった。 背後 は 丘 を 

がけ はくよう かえで 

切り崩した 赤土の 崖だった。 窓の 前 は 白 楊 や 桜ゃ楓 

むやみ 

などの 植込みに なって いた。 乱雑に、 しかも 無闇と 植 

え 込んだ その 落葉樹が、 晚 春から 初秋に かけて は 真つ 

暗に 茂る のだった。 その 季節の 間 はしたがって、 教室 



こう 言って、 吉川 訓導 は 教室 を 出て いった。 

生徒た ち は それから 十五 分 ほどして、 裏の 畑へ 集 

まっていった。 吉川 訓導 も 両手 を ポケットに 突っ込ん 

で 教員 室 を 出て いった。 そして、 吉川は 第 七 学級の 教 

室の 前まで 来る と 洋服 を 脱いで、 窓枠に 打ち かけた。 
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風が 少しあった。 窓の 前で、 落ち葉が 金色 や 銅色に 

光って 散って いた。 午後の 陽に 輝きながら、 ひっきり 

なしに ばらばらと 散る のだった。 そして、 落ち葉に う 



ずめ られた 運動場の 一 部 は、 まるで 火の 海の ようにぎ 

ら ぎら と 陽の 光 を 照り返し ていた。 生徒た ち は 赤い 顔 

をして 落ち葉の 中 を 駆け回つ ていた。 白い シャツの 吉 

川 訓導の 後 姿が その 中に ちらりと 見えた。 

鈴 木 女 教員 は 教員 室 を 出て いった。 

とどろ 

彼女 は 廊下 を 歩きながら、 胸の 轟き を 感じた。 彼 

女に とって、 もっとも 魅力の ある 数 分 間だった。 

教室の 入口の 扉が 一 尺 (約 三 〇 センチ) ほど 開いて 

いた。 彼女 は 目を瞠 るよう にして 立ち止まった。 心臓 

が 急に 激しい 運動 を 始めた。 教室の 中には 机の 上に 顔 

を 伏せて、 一人の 女生徒が 残って いたから だった。 彼 



ない こと？ こうして いても 大丈夫な の？ 何 かお 薬 

を 持って きて あげましょう ね。 静かに して 寝て いらつ 

しゃい」 

鈴 木 女 教員 はそう 言って、 教室 を 出て いった。 
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午後の 第一 時間の 授業が 始まった。 吉川 訓導 は 生徒 

を 連れて 畑から 運動場へ 出て きた。 

「じ や、 おい、 みんなね、 大急ぎで この 落ち葉 を搔き 

集めて くれ」 



「田 中 は 落ち葉 を 運んで いったから、 いまに 帰って き 

ます」 

落ち葉 を 運んで いった 六、 七 人の 生徒が 駆け 戻って 

きた。 その 中に 田 中が 交じって いた。 

「田 中 くん。 先生の 蟇 口 を 知らなかった か？」 

すぎ むら き 

級長の 杉 村が 田 中の ほうへ 歩み寄りながら 訊いた。 

「きみ は ぼくらが 畑に いるう ちから こっちへ 来て、 い 

ちばんに こっちへ 来て、 先生の 洋服 を i 开っ ていたそう 

じ やねえ か？」 

「ぼく はね、 ぼ、 ぼ、 ぼく はね、 先生の 洋服 を、 ま、 

ま、 窓へ かけて やった だけ だよ。 ただ、 窓へ かけて やつ 



すぐ 先生のと ころへ 持って いらっしゃい。 .：：• います 

ぐに 先生に 届ける 人 は、 その 人 は 正直な 人です。 たと 

え 拾った もので も、 その、 その 人 は、 泥棒 …… 」 

ここまで 話した とき、 一人の 女生徒、 千 葉 房 枝が 机 

の 横にば たりと 倒れた。 

「どうしたの？ 房 枝さん！ どうしたの？」 

鈴 木 女 教員 は 慌てて 教壇から 下りて いった。 房 枝 は 

静かに 起き上がって、 真っ青な 顔 をして おどおどした 

目で 鈴 木 女 教員の 顔 を 見詰めた。 

「どうしたの？ まだ 頭が 痛む の？」 

房 枝 は 鈴 木 女 教員の 視線 を 避ける ようにしながら、 



房 枝 は 小刻みに 顫えながら 頷いた。 

「では、 まあ、 あなた は 病気な の だから、 宿直室へ 行つ 

て 休んで なさい。 .：：• ね。 さあ 、一緒にい らっしゃい」 

鈴 木 女 教員 はそう 言って、 房 枝 を 連れて 教室 を 出て 

いった。 
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すわ 

「まあ、 そこへ お 坐ん なさい」 

房 枝 は 宿直室の 片隅に 坐ら せられた。 

「房 枝さん。 あなた、 吉川 先生の 蟇 口、 ほんと に 知ら 



「では、 千 葉さん、 あなた はお 帰りに なって ください。 

房 枝 さ んは 今夜から 鈴 木 先生 のと ころへ 泊め て もらう 

ことにして …… 鈴 木 先生 も 房 枝さん を 特別 かわいがつ 

ていたよ うです し、 房 枝さん もこと に 鈴 木 先生 を 慕つ 

れいり 

ている ようです から。 …… かえって その ほうが 怜悧な 

方法 だと 思います から …… 」 
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鈴 木 女 教員の 手に 預けられた 房 枝 は、 その 下宿の 一 

室に ほとんど 幽閉され た 形で 一週間 を 送った。 その 間 



さま も ご 承知く ださる ことと 存じます。 あの 時に、 わ 

たし はお 母 さまの ない わたし を、 お 母 さまの ように か 

わい がって くださった 方の こと を、 どうしても 申し 上 

げられ ませんで した。 

しかし、 わたし はこれ から 死んで いくのです。 お 父 

さまがわた しのこと に つ いて 安心して くださる ように 

何もかも 申し上げて まいります。 吉川 先生の 蟇 口 を 

とった の は、 鈴 木 先生で ございます。 

(これ は 本当に、 だれに も 話さないで ください。 そし 

て、 やはり わたしが とった ことにして おいてく ださい 

そして、 お 父 さま だけが、 わたしが 決して 悪い 子供で 



はなかった こと を 思つ ていて ください) 

その 日の 昼食 後の 休み 時間に、 わたし は 頭が 痛む の 

で 教室の 中で 一 人で 休んで おりました。 すると 運動場 

の ほうの 窓に、 吉川 先生が 洋服 を かけて いかれた ので 

す。 それから 間もなく、 鈴 木 先生が 教室に 入って きて、 

その 洋服の ポケットの 中 を 探りました。 そして、 中の 

もの を ご 自分の 懐の 中に 押し込みました。 わたし は 目 

が 眩む ほど 驚きました。 わたしの いちばん 好きな、 い 

ちばん 尊敬して いる 鈴 木 先生が、 そんな こと をす るの 

ですから。 どうぞ、 だれに も 話さないで ください。 鈴 

木 先生 は 悪い 方ではありません。 きっと あの 時、 魔と 



を 見て くだされば、 わたしの 気持ち だって 分かって く 

ださる はず だから」 

父親 は 初め 怒り を 含んだ 声で 言 いだした のであった 

が、 言つ ている うちに だんだん 哀れつ ぼくな つ てきて 

ヽ to 

レ / 

「では、 ちょっと 拝見いた します」 

鈴 木 女 教員 はな にげなく その 遺書 の 手紙 を 読み だし 

た。 しかし、 読んで いるう ちに 彼女の 顔色 は 青白く 

なって きた。 手紙 を 持った 手が 小刻みに わな わなと 顫 

えだした。 そして 彼女 は、 手紙 を 読み終え ると 同時に、 

わ ー つ！ と 声を立てて 泣いて、 そこの 畳に 顔 を 伏せ 



すから、 わたし もこの 部屋で 拷問され たいので すけ ど、 

いま はなに も 訊かないで おいてく ださい ませ。 あの 蟇 

口 をと つたの はわた しで もな く、 もちろん 房 枝さん で 

もな く、 それが だれだった かい まに 分かる ときが まい 

リま T9」 

「いったい、 だれなん です！ それ は？」 

「それ をお 話しす るのに は、 わたしが 吉川 先生の ポ 

ケット から 何 をと つた かとい うこと からお 話しし なけ 

れば 分からな いのです。 しかし、 わたし はい まのと こ 

ろ それ を 申し上げに くいので す。 わたしの 口から 申し 

上げなくても、 いまに 何もかも 分かって、 わたし も 房 



「わたし、 これから 房 枝さん のお 墓へ お参りに 行って、 

通じな いまでも お詫び を 申して まいりた いと 存じます 

から …… 」 

鈴 木 女 教員 は 涙 を 拭きながら 立ち上が つ た。 
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鈴 木 女 教員 は その 晚、 房 枝と 同じよう にして 自殺 を 

くく 

した。 房 枝が 帯 を かけた 鴨居に 帯 を かけて 首を縊 り、 

机の 上に 三本の 遺書が 置いて あった。 

遺書の 一 本 は 自分の 勤めて いた 小学校の 校長に 宛て 



十 円 足らずの 金銭が こうして 二つの 魂 を 奪い、 生命 を 

攫って いくの かと 思います と、 I 膚に 粟の 噴く のを覚 

えます 

しかし、 その 表面の 物質的な ものの 裏に、 もっともつ 

と 複雑した 精神的な ものが あつたので ございます。 そ 

して それ は、 ある 教師の 不道徳な 行為から 出発して い 

るので ございます。 その ある 教師と は、 やはり 先生の 

き ようべん 

膝下に 教鞭 を 執つ ている 吉川 訓導な ので ございます 

が、 わたし は その 理由 を 詳しく 証明いた したく は ござ 

いません。 彼の やがての 結婚が、 もっとも 的確に これ 

を 証明して くれる からで ございます。 



わたし は 先生の 膝下に まいり ましてから 間もなく I 

I 甚だお 恥ずかしい ことです が、 これ はわた し 一個人 

に関する ことで なく、 千 葉 房 枝の 名誉に も 関する こと 

ですから、 もう 何もかも 申し上げて しまいます わ 

たし は吉川 訓導と、 深い 深い 恋に 落ちた のでした。 そ 

して わたしたち は、 お 互いの 愛情 を 交換すべく、 一 つ 

の 方法 を 思いつきました。 わたし は 雨の 降らない 日の 

休業 時間に は、 決して 生徒 を 教室の 中に 置きませんで 

した。 そして 吉川 訓導 は、 シャツ 一枚に なって 生徒と 

ともに 運動 をいた しました。 この 二つの 新しい 運動 奨 

励 法 は、 校長 先生 を はじめ 他の 先生が たからた いへん 



ものと 思い込み、 まるで 拷問に かける ようにして 訊 こ 

うとした ので ございます。 しかし、 純情で あくまで わ 

たし を 慕って いた 彼女 は、 とうとう わたし を 罪人に す 

る ことができずに みずから 自分の 身 を 殺して い つたの 

でございます。 (千 葉 房 枝の 純情 は、 彼女が 彼女の 父 

親に 書き残した 手紙 をお 読みく ださい ませ) 

そして、 千 葉 房 枝が わたしの 名誉 を 気づ かいながら 

書いた 遺書に よります と、 吉川 訓導の 蟇 口 はわた しが 

取った ことにな つてお ります が、 前に も 申し上げ まし 

たように、 それ は、 わたしが ポケットから 手紙 を 取つ 

たの を 目撃した 彼女の 錯覚で、 実は わたしで もなかつ 



鈴 木 女 教員が 高津 校長に 宛てた 遺書に は、 だいたい 

こういう 意味の ことが 書かれて いた。 
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鈴 木 女 教員の 葬式の あった 晚、 吉川 訓導 は高津 校長 

の 自宅へ 呼ばれて いった。 

「吉川 くん、 ほ かじゃな いが、 千 葉 房 枝の 自殺と 鈴 木 

女 教員の 自殺に ついての こと だ。 しかし、 ぼくの 口 か 

ら はなに も 言いたくない。 まあ、 これ を 読んで くれれ 

ば 分かる」 



です。 意識的に こういう こと を やる くらいなら、 わた 

しから 結婚の こと を 言つ て やる はずはありません から 

…：- J 

「しかし だね、 それ はきみ の 言う とおりと して、 学校 

としての 責任 を どうす るんだ ね」 

「わたしと 鈴 木 女 教員の 恋愛、 つまり 自分た ちが ポ 

ケット の 中で 手紙 を 交換した こと は、 発表して いただ 

いても 仕方が ありません。 二人の 自殺が そこに あるの 

ですから。 そして わたし は、 責任 上 教育界から 身 を 退 

くつ もりです」 

校長 は そのこと について、 なにも 言わなかった。 吉 



高津 先生 は 隣村へ 行く その 汽車の 中で、 当時の こと 

を 追想して いた。 

o 

学校の 運動場に 生徒が いなくな ると、 犬が のそのそ 

と 入つ てく る こと は 珍しい ことで はない。 

近所 の 農家 の 子犬が 第 七 学級 の 教室 の 窓の 下 を 通る 

と、 窓から 黒い 洋服が ぶらさが つていた。 その 詰 襟の 

あか のぞ 

垢の ついた カラ— は 三日月形 になって 視 いていた。 

三日月形と いうよりも、 魚の 形に 近かった。 
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